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資料5 ソフトコンポーネント計画書 

（1） ソフトコンポーネントを計画する背景 

本プロジェクトは、サイクロンの襲来に対して防災機能が実証されたマングローブ林の早期復

旧のため、約 1,000ha におよぶマングローブ植林を実施するものである。 

 対象地域一帯は、保全林区として 20 世紀初頭から管理されてきているが、域内には漁業、農業

を営む村落が点在し、生活のために必要な薪炭材や木材、その他の林産物を保全林内から日常的

に収集しており、それが森林破壊の大きな要因ともなっている。マングローブ林は、地域住民に

とって生活のために必要な資源となる一方、その破壊は防災効果の低下を招き、住民の不利益に

繋がることは地域住民に十分に理解されていない。 

 本プロジェクトで植林されるマングローブ林は原則的に森林局が管理することとなり、森林局

が、自らが主体となるマングローブ林管理計画を策定する。計画策定に当たり、地域住民にもマ

ングローブ林の植林の目的（防災のため）を理解してもらう必要があり、地域住民も参画してマ

ングローブ林管理計画を策定する。なお、技プロ「エーヤーワディ・デルタ住民参加型マングロ

ーブ総合管理計画プロジェクト」と連携し、技プロにおいて開発してきた環境保全・環境保全・

林業省職員向けの「植林標準手順書」を実用的に運用できるようにする。また、環境保全・環境

保全・林業省の研修機関と連携して実施する同標準手順書に基づく研修にも森林局職員を参加さ

せ、技プロと連携した森林局職員による住民参加型のマングローブ林の管理を行う。 

また、同時に対象村落において、既存サイクロン避難施設等を活用した防災訓練を実施する。

住民参画のマングローブ林管理計画策定や防災訓練を通して、周辺村落住民へのマングローブ林

の防災機能の理解と防災意識の向上、マングローブ林保全への意識と関心を高めること、そして、

策定されたマングローブ林管理計画に従うことにより、植林されたマングローブ林の持続的な保

全を目指すこととなる。 

 

（2） ソフトコンポーネントの目標 

「住民参加を通してマングローブ林管理計画が策定され、マングローブ林の持続的な保全に対す

る活動が開始されるとともに、住民のマングローブ林の機能について理解が深まる」 

 

ソフトコンポーネントでは、森林局と地域住民が一緒に協議、検討し、マングローブ林管理計

画を策定することを通して、周辺住民のマングローブ林保全への理解を深めるとともに、策定さ

れた管理計画を実行し、本プロジェクトで植林されたマングローブ林の持続的な保全を目指す。 
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（3） ソフトコンポーネントの成果 

 本ソフトコンポーネントの成果は以下の 3 点である。 

 

成果1.植林されたマングローブ林の管理計画が住民の参画を得て森林局を主体として策定される 

住民参加を通して、森林局職員主体による、本プロジェクトで植林されたマングローブ林に対

する管理計画が策定される。 
 

成果 2.住民の防災意識が向上する 

本プロジェクトサイト付近の村落住民を対象に既存サイクロン避難施設を活用した防災訓練を

主に実施し、住民の防災意識の向上が図られる。 
 

成果 3.住民のマングローブ林の機能に関する理解が深まる 

本プロジェクト付近の水生生物の調査を実施し、マングローブ植林による水生生物に対する影

響（効果）を把握するとともに、薪炭材の利用状況等の把握を含め、こららの活動を通して、マ

ングローブ林の機能に対する住民の理解が深められる。 
 

 

 

（4） 成果達成度の確認方法 

 
表 1 成果と達成度の確認方法 

成果 達成度の確認項目 達成度の確認方法（案） 
1.植林されたマングローブ林

の管理計画が住民の参画を得

て森林局を主体として策定さ

れる。 
 

1.森林局職員によりマングロ

ーブ林の管理計画が策定され

たか？ 
2.住民が当該地域のマングロ

ーブ林管理計画について内容

を理解しているか？ 

1.マングローブ林の管理計画 
2.策定に参加した住民へのヒ

アリング 

2.住民の防災意識が向上する。 
 

1.サイクロン襲来時における

避難方法を住民が理解してい

るか？ 
2.当該地域の森林局職員がサ

イクロン避難施設の位置と現

状を理解しているか？ 
3.住民がマングローブ林が有

する防災効果について理解し

ているか？ 

1-1.住民へのヒアリング 
1-2.現存の防災マップの普及状

況の把握 
2.森林局職員へのヒアリング 
3.住民へのヒアリング 

3.住民のマングローブ林の機

能に関する理解が深まる。 
1.住民がマングローブ林の有

する機能について理解してい

るか？ 
2.住民のマングローブ林への

生活に関する依存度 

1.住民へのヒアリング 
2.住民の薪炭材の利用状況の

調査 
3.水生生物インベントリー調

査 
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（5） 活動（投入計画） 

実施 
年次 

活動内容概略 対象者 活動場所 実施リソース 

成果 1：植林されたマングローブ林の管理計画が住民の参画を得て森林局を主体として策定される 
に対する活動 
第 1 年次 1.1  既存のマングローブ林管理計画につい

て確認する 
1.2  本プロジェクトの植林地域におけるマン

グローブ林の管理計画の策定方針に

ついて検討する。 
1.3  住民が参画する村落の選定方針を検

討し選定する 
1.4  今後の管理計画策定実施工程につい

て検討、決定する 
第 2 年次 1.5  作成したマングローブ林管理計画策定

方針に基づき、村落住民とのワークショ

ップを実施し、マングローブ林管理計

画案について説明、住民の意見を聞く

1.6  ワークショップでの意見等を踏まえたマ

ングローブ林管理計画案を検討する 
第 3 年次 1.7  マングローブ林管理計画案をもとに、村

落住民と協議するワークショップを開催

する。 
1.8  上記のワークショップの結果を踏まえ、

マングローブ林管理計画案を見直す。

第 4 年次 1.9  見直されたマングローブ林管理計画を

住民に説明し、策定されたことと内容の

周知を図る。 

森林局職員 
本プロジェクト植林サ

イト付近の村落住民 

ボガレタウンシッ

プ森林局事務所 
カドンカニ森林区

及び近辺地域の

村落 

森林局職員 
邦人コンサルタン

ト 
ローカルコンサル

タント 

成果 2：住民の防災意識が向上する 
に対する活動 

第 1 年次 2.1  当該地域の既存サイクロン避難施設の

活用状況について確認する 
2.2  上記 1.3 と合わせて、防災訓練を実施

する本プロジェクト付近の村落につい

て確認、選定する。 
2.3  防災訓練の実施方針について検討、

決定する 
2.4  本プロジェクト地域の防災マップ等の既

存資料を確認する 
2.5  本プロジェクトで整備する避難施設の

災害時の避難方法について検討する 
 

第 2 年次 2.6  防災訓練実施のための、対象村落住

民とのワークショップを実施する 
2.7  ワークショップの結果を踏まえ、既存避

難施設を活用した防災訓練を実施す

る。 
第 3 年次 2.8  対象村落において防災訓練を実施す

る。 
2.9  防災訓練結果を検討する 

第 4 年次 2.10  防災訓練実施における結果につい

て、対象村落住民とワークショップを開

き、防災に関する意識調査を行う 

森林局職員 
本プロジェクト植林サ

イト付近の村落住民 

ボガレタウンシッ

プ森林局事務所 
カドンカニ森林区

及び近辺地域の

村落 

森林局職員 
邦人コンサルタン

ト 
ローカルコンサル

タント 
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実施 
年次 

活動内容概略 対象者 活動場所 実施リソース 

成果 3：住民のマングローブ林の機能に関する理解が深まる 
に対する活動 
第 1 年次 3.1 住民参加型の水生生物インベントリ

ー調査の実施案を検討、決定する 
3.2 上記 1.3 及び 2.2 と合わせて、水生生

物インベントリー調査を実施する場

所及び村落を選定する。 
第 2 年次 3.3 住民参加型の水生生物インベントリ

ー調査とマングローブが有する機能の

説明のため、対象村落住民とのワーク

ショップを開催する。 
3.4 水生生物インベントリー調査を実施す

る 
3.5 現在の薪炭材の利用状況を調査する

第 4 年次 3.6水生生物インベントリー調査を実施す

る。 
3.7水生生物インベントリー調査結果をま

とめ、参加住民とともに確認する 
3.8 薪炭材の調査結果をまとめ、参加住

民とともに確認する 
3.9 マングローブ林の機能について、過

去の活動を振り返り、その機能につ

いて話合う。 

森林局職員 
本プロジェクト植林

サイト付近の村落

住民 

ボガレタウン

シップ森林局

事務所 
カドンカニ森

林区及び近

辺地域の村落

森林局職員 
邦人コンサルタン

ト 
ローカルコンサル

タント 

 

 ソフトコンポーネント活動は、現地コンサルタントを活用し、邦人コンサルタントはコンサル

タント側の全体の取りまとめ役、全体方針決定の総括者としてスポット派遣とする。本活動は、4

タームに区分されて実施される植林工事に合わせて、各年度の乾季を中心に、各活動を実施する。

本活動の実施時期は大きく 4 回に区分され、各回において邦人コンサルタントがスポットで 4 回

（計 4.5 ヶ月）活動する。また、ローカルコンサルタントの活動期間は 2 人を配置し、それぞれ

15 ヶ月活動する。 

表 2 各年度の活動期間 
 第 1 年度 第 2 年度 第 3 年度 第 4 年度 合計 

邦人コンサルタント 1.5 ヶ月 1.0 ヶ月 1.0 ヶ月 1.0 ヶ月 4.5 ヶ月 
ローカル 
コンサルタント 1 

4.0 ヶ月 4.0 ヶ月 2.0 ヶ月 4.0 ヶ月 14.0 ヶ月 

ローカル 
コンサルタント 2 

4.0 ヶ月 4.0 ヶ月 2.0 ヶ月 4.0 ヶ月 14.0 ヶ月 
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（6） ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

ソフトコンポーネントでの投入計画は、本邦コンサルタント（スポット）が各タームにて活動

の初期段階でローカルコンサルタントと共に活動を開始し、ローカルコンサルタントと活動の意

図と方向性を確認しつつ実施する。 

ローカルコンサルタントとしては、以下の組織を考慮している。 

・Suntac Technologies Co., Ltd. 
・Royal Tree Services Company Limited 

 

 

（7） 成果品 

 ソフトコンポーネント活動における成果品（案）は各年度の活動毎に以下の通り設定する。 

表 3 ソフトコンポーネント活動における成果品（案） 
 成果１を目的とする活動 成果 2 を目的とする活動 成果 3 を目的とする活動 

第 1 年次 ・マングローブ林管理計画策定

方針案 
・防災訓練実施方針案 
・本プロジェクト中のサイクロ

ン襲来時における避難方針 

・水生生物インベントリー調査

実施案 

 

第 2 年次 ・ワークショップ結果とマング

ローブ林管理計画案（第 2 年次）

・ワークショップ結果 
・防災訓練実施結果（第 2 年次）

・ワークショップ結果 
・水生生物インベントリー調査

実施結果（第 2 年次） 
・薪炭材活用状況調査結果（第

2 年次） 

第 3 年次 ・ワークショップ結果とマング

ローブ林管理計画案（見直し案）

・ワークショップ結果 
・防災訓練実施結果（第 3 年次）

なし 

第 4 年次 マングローブ林の管理計画（最

終） 
・ワークショップ結果と 
防災訓練のまとめ 

・水生生物インベントリー調査

及びまとめ 
・薪炭材活用状況調査のまとめ

 

 なお、上記の活動に対する結果を評価・検討し、ソフトコンポーネントを実施中と完了後には

以下の報告書を提出するものとする。 

 １．ソフトコンポーネント実施状況報告書 

 ２．ソフトコンポーネント完了報告書 
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（8） 概算事業費 

概算事業費総額：14,996 千円 

 

（9） 相手国政府の責務 

1） ソフトコンポーネント実施中の責務 

 本ソフトコンポーネント計画実施のカウンターパートであるボガレタウンシップ森林局

事務所の本プロジェクトサイト対象地区担当フォーレスター、レンジャー等職員の積極的

な参画と協力 

 本ソフトコンポーネント計画実施にあたる邦人コンサルタント及びローカルコンサルタ

ントなどに対する「ミ」国内移動及び活動許可 

 活動に必要となるフィールドオフィスとなる事務所の提供 

 関連省庁への協力依頼及び活動許可 

 

2） ソフトコンポーネント終了後の責務 

 マングローブ林の管理計画の推進 

 本ソフトコンポーネント活動で得た経験、知識の普及、積極的活用 

 

 

A5-6 



 

 

 

 

 

 

 

資料 6 参考資料 
  
 

 

 





資料 6 参考資料 

資料6 参考資料 

相手国政府の運営維持管理計画 
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サイクロン避難施設建設予定地地質調査結果 
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